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9月18日、-t人福祉センターで、市内で初めてのファミリーゲート ボール大会カ、聞かれました。

地域の幼時とお年寄りへの敬愛思念!の普及な どを目的に、 7月下旬から地区大会ヵ、行われてき たもの

で、9H 18日の決勝大会には10チームカ、妓リ、 Aブ ロ ソクでは下半11屋町チーム、 Bブロ ックでは出凶新
聞Iチームか11tH券しました。
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市民の動き

( 9月1EP見(t)

総人口 114，455人 (+ 192) 

男 55，698人 (+100) 

女 58，757人 (+921 

世俗数 35， 299i!t?I'i (+ 491 
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生木o毅宥などを量点に舗E

催
し
、
二
十

~
世
紀
を
展
望
し
て
の
構

想
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
め
構
想
に
は
、
北
陸
新
幹
線
な

ど
の
開
通
に
よ
っ
て
、
止
ー回
市
が
大
都

9月定例市議会

から9月26日まで20日間の会期

今回の市議会では、「職員賞慰

年度上田市一般会計補正予算案J: 

など17議案が提案、審議されま:

:した。

9月定例市議会が、 9月7日

で聞かれました。

金条例の一部改正案Jr上田市下

水道条例の一部改正案Jr昭和58

と
も
に
生
活
関
連
企
業
の
実
情
な
ど
も

配
慮
し
て
、
四
段
階
の
逓
増
制
を
と

っ

た
も
の
で
す
。
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

今
年

h
h
r「
巨
ド
一し
日
b
bわ
実
地
し
」

rぃ
一
房
設
備
の
老
朽
化
に
伴
い
、
各
室
暖
房

へ
の
切
替
工
事
費
三
百
七
十
万
円
な
ど

を
計
上
し
ま
し
た
。

k
p軒
問
l
ι
t
b
E〔
|

市
長
提
案
説
明
要
旨

九
月
一
日
に
実
施
し
ま
し
た
地
震
総

合
防
災
訓
練
に
は
、
各
自
治
会
、
事
業

所
、
福
祉
施
設
な
ど
で
の
自
主
訓
練
に

多
数
の
市
民
の
皆
様
の
御
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
備
え
が
じ
ゅ

う
ぶ
ん
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
大
地
震

を
想
定
し
て
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
、
こ
の
上
田
市
で
、
長
野
県
総

合
防
災
訓
練
が
六
月
初
旬
に
行
わ
れ
る

と
い
う
計
画
で
す
の
で
、
今
回
の
訓
練

の
成
果
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

じ
ん
か
い
焼
却
場
焼
却
炉

い
よ
い
よ
建
設

本
年
は
、
今
ま
で
上
田
市
が
懸
案
と

し
て
い
ま
し
た
大
き
な
事
業
が
、
関
係

の
皆
様
の
御
理
解
と
議
員
各
位
の
御
協

力
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
着
工
の

運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
じ
ん
か
い
焼
却
場
の
建
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
八
月
十
九
日
の

上
田
市
・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組

合
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
建
設
工
事
の

請
負
契
約
が
決
ま
り
、
い
よ
い
よ
焼
却

能
力
百
ト
ン
炉
二
基
が
、
三
か
年
事
業

で
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
実
施
に
あ
た
り
、
地
元
泉
平
自
治

会
の
皆
様
の
御
理
解
あ
る
建
設
同
意
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

耕
地
関
係
で
は
、
非
補
助
土
地
改
良

事
業
と
し
て
小
牧
地
区
の
追
加
分
五
千

万
円
を
は
じ
め
、
下
半
過
、
み
す
ず
台

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

創
造
館
に
は
児
童
科
学
館
や

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も

ま
た
、
長
池
跡
地
に
建
設
と
な
り
ま

す
創
造
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
・
県

の
施
設
整
備
事
業
補
助
が
決
定
さ
れ
、

建
物
の
設
計
に
つ
い
て
は
競
技
を
す
る

こ
と
と
し
、
設
計
委
託
し
ま
し
た
。

こ

れ
は
、
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

の
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
上
田
市
民
に
も
広
く
利
用
さ
れ
る

施
設
と
し
て
期
待
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
中
核
と
な
り
ま
す
近
代
的
な
設

備
の
児
童
科
学
館
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、

天
体
望
遠
鏡
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
・
中
学
校
の
理
科
教
育
の
補
完
的
役

割
と
校
外
教
育
活
動
の
場
と
し
て
の
活

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
小

・
中
学
校
の

先
生
方
を
含
め
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
南
小
学
校
、
中
央
公
民

館
合
築
の
文
化
セ

ン
タ
ー
、
ま
た
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
観
光
会
館
な

ど
の
建
設
が
計
画
ど
お
り
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
議
員
各
位
の
格
別
な

る
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第

2
次
長
期
基
本
構
想
の

構
想
づ
く
り
に
着
手

第
二
次
長
期
基
本
惰
怨
に
つ
き
ま
し

て
は
、
九
同
月
、
~
自
に
h
間
内
審
~
噌
噌
4
ミ
宇
品
開

の
各
種
消
耗
品
、
備
品
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
九
千
四
十
万
七
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
小
・
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宏
、
闘
爆
嶋
崎
守
之

h
Ilv

マi
、
爪
円
抽
眉
間

想
づ
〈
り
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
の
権
惣
に
は
、
北
陸
新
幹
線
な

ど
の
開
通
に
よ
っ
て
、
上
回
市
が
大
都

市
近
郊
型
の
都
市
と
し
て
発
展
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
課
題
、

ま
た
新
た
な
行
政
需
要
な
ど
を
想
定
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
施
策
や
事
業
を
取
り

入
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
構
想
が
市
民
の
皆
様

に
理
解
さ
れ
身
近
な
計
画
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
民
意
識
の
反

映
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

f三

主
な
条
例
の
改
正
案

えつ

マ
職
員
賞
慰
金
条
件
の

一
部
改
正

国
の
消
防
表
彰
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示
に
準
じ
て
、
殉
職
者
特
別
賞

慰
金
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
所
要
の
改

正
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
下
水
道
条
例
の

一
部
改
正

去
る
六
月
、
下
水
道
使
用
料
金
審
議

会
を
設
置
し
ま
し
て
、
下
水
道
事
業
経

営
の
健
全
化
と
下
水
道
料
金
の
適
正
を

図
る
た
め
使
用
料
の
改
定
を
諮
問
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
七
月
二
十
九
日
に
答
申

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
内
容
に
つ

い
て
慎
重
に
検
討
し
ま
し
た
結
果
、
答

申
を
尊
重
し
こ
れ
を
実
施
す
べ
く
提
案

し
た
も
の
で
す
。

そ
の
主
な
内
容
と
し
ま
し
て
、
超
過

料
金
に
つ
い
て
、
現
行
は
二
段
階
で
す

が
一
般
家
庭
の
排
水
量
を
考
慮
す
る
と
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L
L
j
b
に
吐
古
市
問
問
遣
な

AWA
を
来
の
宮
武
且
同
九

e
y
-
d
u

配
慮
し
て
、
四
段
階
の
逓
増
制
を
と
っ

た
も
の
で
す
。
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

今
年
の
卜
二
月
一
日
か
ら
実
施
し
て
い

き
た
い
と
い
う
も
の
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て

使
用
者
に
は
負
担
増
に
な
り
ま
す
が
、

下
水
道
事
業
の
実
情
を
御
推
察
い
た
だ

き
、
御
理
解
く
だ
き
い
。

一
般
会
計

補
正
予
算
案
の

主
な
内
容

今
回
の
補
正
額
は
十
一
億
九
千
百
七

十
四
万
円
で
、
こ
の
追
加
に
よ
り
補
正

後
の
総
額
は
百
九
十
八
億
三
千
二
百
十

六
万
円
に
な
り
ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
償
四
億
八
千
七
百
三
十
万
円
、
繰

入
金
二
億
円
、
県
支
出
金
一
億
六
千
二

十
七
万
二
千
円
な
ど
、
当
面
収
入
可
能

な
範
囲
で
計
上
し
ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

*
総
務
費

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担

金
三
千
二
百
二
十
九
万
二
千
円
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
長
池
跡
地
に
建
設

予
定
の
創
造
館
の
設
計
等
計
画
策
定
資

に
対
す
る
上
田
市
負
担
分
で
す
。

*
民
生
賛

同
和
対
策
環
境
整
備
の
工
事
費
と
し

て
、
東
前
山
地
区
の
道
路
、
緑
が
丘
西

の
下
排
水
路
な
ど
千
二
百
七
十
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
相
染
閣
の
暖

房
設
備
の
老
有
化
に
伴
い
、
各
室
岡
暖
房

へ
の
切
替
工
事
費
三
百
七
十
万
円
な
ど

を
計
上
し
ま
し
た
。

*
衛
生
費

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
焼
却
場

の
建
設
に
着
手
し
ま
す
が
、
本
体
工
事

費
二
十
七
億
二
千
万
円
と
付
帯
工
事
費

約
一
億
円
を
見
込
み
、
処
理
能
力
二
百

ト
ン
の
近
代
的
設
備
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
本
年
度
分
は
一

O
%
の
事
業
量

と
し
、
上
田
市
・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼

却
場
組
合
へ
の
上
田
市
負
担
分
四
千
六

百
八
十
八
万
一
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
集
会
施
設
の

建
設
工
事
費
と
し
て
、
二
施
設
分
七
千

四
十
万
円
を
計
上
し
、
環
境
衛
生
面
で

の
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

*
農
林
水
産
業
費

六
月
補
正
以
降
、
さ
ら
に
補
助
の
確

定
し
た
事
業
に
つ
い
て
の
追
加
が
ほ
と

ん
ど
で
、
農
林
関
係
で
は
、
特
定
地
域

農
業
振
興
総
合
対
策
事
業
補
助
金
と
し

て
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
四
施
設
分
三
千

六
百
五
十
六
万
円
、
転
作
促
進
特
別
対

策
事
業
補
助
金
と
し
て
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

の
キ
ャ
リ
ン
グ
室
設
置
に
二
千
七
十
六

万
二
千
円
、
ま
た
広
域
畜
産
環
境
対
策

事
業
補
助
金
と
し
て
家
畜
ふ
ん
尿
処
理

施
設
に
三
千
五
百
万
円
な
ど
の
ほ
か
、

同
和
対
策
農
業
振
興
事
業
と
し
て
農
道

二
条
の
整
備
と
か
ん
ば
い
工
事
、
林
業

構
造
改
善
の
一
環
と
し
て
森
林
管
理
適

正
化
対
策
事
業
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

こ
の
実
施
に
あ
た
り
、
地
元
泉
平
自
治

会
の
皆
様
の
御
理
解
あ
る
建
設
同
意
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

柑
桝
抽
地
問
問
同
開

φι
、
HU冊
、
恭
介
惜
畑
附
則

+
LJ抽
脂
肪
以
白
民

事
業
と
し
て
小
牧
地
区
の
追
加
分
五
千

万
円
を
は
じ
め
、
下
半
過
、
み
す
ず
台

地
区
の
農
道
、
水
路
工
事
な
ど
二
千
万

円
の
事
業
費
が
主
な
も
の
で
す
。

*
商
工
費

観
光
会
館
の
建
設
に
伴
う
旧
点
字
図

書
館
な
ど
の
解
体
工
事
費
、
中
央
商
庖

街
の
常
設
放
送
設
備
に
対
す
る
補
助
金

を
計
上
し
ま
し
た
。

*
土
木
費

道
路
新
設
改
良
資
と
し
て
、
一
般
市

道
分
一
億
三
千
万
円
の
ほ
か
、
創
造
館

建
設
予
定
地
へ
の
取
付
道
路
と
な
る
川

辺
一
二
号
線
の
工
事
費
千
四
百
万
円
、

同
じ
く
用
地
費
、
補
償
費
な
ど
五
千
九

百
二
万
五
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
上
国
交
通
電
車
線
の
踏
切
三

か
所
の
遮
断
機
設
置
な
ど
の
保
安
設
備

お
よ
び
構
造
改
良
に
対
し
、
交
通
安
全

な
ど
の
見
地
か
ら
二
千
万
円
の
負
担
を

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

上
回
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
関
連
工
事

費
の
追
加
分
三
千
万
円
、
中
之
条
地
区

に
新
設
す
る
城
南
公
園
の
用
地
費
と
し

て
一
億
九
百
五
十
三
万
二
千
円
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

*
消
防
費

上
室
賀
の
第
十
九
分
団
車
庫
と
繰
が

丘
北
地
区
の
防
火
貯
水
槽
新
設
工
事
費

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
教
育
費

南
小
学
校
が
来
春
開
校
す
る
こ
と
に

伴
い
、
教
材
、
教
具
お
よ
び
給
食
関
連

第
二
次
長
期
基
本
憐
想
に
つ
き
ま
し

て
は
、
九
月
二
日
に
初
め
審
議
会
を
開

の
々
。
錨
諸
問
括
和
ロ
問
、
備
品
な
ど
が
必
要

t

な
り
ま
す
の
で
、
九
千
四
十
万
七
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
小
・

中
学
校
の
営
綿
工
事
費
と
し
て
二
千
五

十
七
万
円
、
ま
た
第
五
中
学
校
の
校
庭

の
用
地
買
収
費
と
し
て
六
千
平
方
口
分

一
億
七
千
六
百
万
円
は
、
先
行
取
得
し

た
土
地
開
発
公
社
へ
の
支
払
い
に
あ
て

る
も
の
で
す
。

社
会
教
育
関
係
で
は
、
安
楽
寺
八
角

三
重
塔
の
保
存
修
理
補
助
金
と
し
て
千

五
百
四
十
六
万
九
千
円
、
常
国
獅
子
、

房
山
獅
子
の
梓
な
ど
の
新
調
に
対
す
る

補
助
金
百
四
十
九
万
七
千
円
の
ほ
か
、

別
所
地
域
改
善
対
策
集
会
所
の
新
築
工

事
費
千
六
百
十
五
万
円
な
ど
を
計
上
し

ま
し
た
。

家族そろって大掃除

10月は秋の大掃除月間

秋の大あj}除の実施時期は、

10月いっぱいです。家族みんな

で大掃除を行い、病害虫の発

生源をなくして、清潔で住みよ

い生活環境を築きましょう 。
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② 

よ
り
豊
か
で
明
る

い
住
み
よ
い
上
岡
市
建
設

十概ノ / 

/'44h lAj 
市民広聴の一環として聞かれた身体障害者の皆さんとの話し合い

えつ広報r 事896 ~;-事896号~

さ
ら
に
は
市
政
に
対
す
る
理
解
と
A口

芳
、
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

①
地
区
別
市
民
広
聴

十
市
地
区
協
単
位
止
し
て
、
そ

2
、
意
識
調
査

①
市
民
意
識
調
査

基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た
り

市
は
、
昭
和
七
十
年
度
を
目
標
と
し
た
「
上
田
市
第
二
次
長
期
基
本
構
想
」

を
策
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
六
十
年
度
を
目
標
と
し
た
「
上
田

市
第
一
次
長
期
基
本
構
想
」
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
策
定
す
る
も
の
で
、
市

行
政
の
基
本
方
針
を
長
期
的
に
展
望
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
市
政
の
運
営

を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

前
回
の
広
報
で
は
、
第
二
次
長
期
基
本
構
想
の
構
成
、
基
本
姿
勢
な
ど
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
構
想
策
定
組
織
、
市
民
参
加
の
方
法
に
つ
い

一
て
掲
載
し
ま
す
。

*
構
想
策
定
組
織

策
定
組
織
の
役
割
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
(
策
定
組
織
表
は
五
ペ

ー
ジ
)

ー
、
長
期
基
本
構
想
審
議
会

長
期
基
本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画

に
闘
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
市

長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
し
市

長
に
答
申
し
ま
す
。

2
、
策
定
委
員
会

長
期
基
本
構
想
の
策
定
に
闘
す
る

事
項
を
調
傘
研
究
す
る
た
め
、
審
議

会
に
託
か
れ
ま
す
。

3
、
庁
内
策
定
会
議

各
部
門
問
、
地
区
別
計
画
な
ど
の

連
絡
調
整
を
行
、
7
と
と
も
に
、
各

次
代
を
担
う
現
在
の
中
・
高
校

生
が
、
自
己
の
将
来
や
地
域
社
会

の
望
ま
し
い
姿
に
ど
の
よ
う
な
意

種
資
料
を
も
と
に
計
画
案
を
策
定
し

ま
す
。
園
、
県
、
広
域
な
ど
の
計
画

と
の
盤
合
性
を
図
り
ま
す
。

4
、
部
門

(
各
部
局
)
計
画
会
議

各
課
計
画
資
料
を
受
け
て
、
各
部

局
の
部
門
計
画
資
料
の
作
成
に
あ
た

り
ま
す
。

5
、
課
内
(
各
課
)
計
画
会
議

各
課
の
計
画
原
案
資
料
の
作
成
に

あ
た
り
ま
す
。
全
職
員
を
計
画
策
定

に
参
画
さ
せ
ま
す
。

6
、
地
区
計
画
策
定
委
員
会

単
に
地
区

の
要
望
を
聞
き
そ
れ
を

計
画
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
て

な
く
、
全
市
的
な
施
策
の
方
向
を
前

提
と
し
て
、
地
区
ご
と
の
総
合
的
な

4
、
そ
の
他

①
在
京
上
田
市
出
身
者
と
の
悠
談
会

市
長
を
囲
ん
で
、
ふ
る
さ
と
上

生
活
環
境
終
備
を
図
る
た
め
、
地
抜

住
民
の
合
意
形
成
に
傍
め
地
区
別
計

画
素
案
を
策
定
し
ま
す
。

①
地
区
別
計
画
の
内
容

ア
、
地
区
の
現
況

イ
、
地
区
の
将
来
像

ウ
、
地
区
内
の
公
共
施
設
の
核
備

計
画

エ
、
住
民
の
活
動
計
画
な
ど

②
地
区
設
定
の
規
模

神
川
、
塩
尻
地
区
公
民
館
を
含

め
た
公
民
館
単
位
と
し
ま
す
。
(
八

地
区
)

③
策
定
委
員
会
の
構
成

地
区
の
自
治
会
長
を
は
じ
め
各

種
団
体
長
な
ど
、
お
お
む
ね
二
十

か
ら
三
十
名
の
市
民
と
四
か
ら
五

名
の
該
当
地
区
在
住
の
市
職
員
、

当
該
地
区
の
公
民
館
の
館
長
、
主

事
で
構
成
し
ま
す
。

7
、
課
題
別
計
画
研
究
委
員
会

市
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な
課
題

に
つ
い
て
、
関
係
す
る
部
課
さ
ら
に

は
地
元
関
係
者
、
民
間
代
表
者
な
ど

も
含
め
て
研
究
、
協
議
し
ま
す
。

*
市
民
参
加

で
き
る
だ
け
広
範
閉
の
市
民
の
声
を

基
本
構
怨
に
生
か
す
た
め
、
い
く
つ
か

の
↑
刀
法
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
立
見
を
ポ
め
ま
す

l
、
市
民
広
嶋

へ
市
長
と
諮
る
会
)

直
接
市
町
民
め
古
品
、
加
聞
い
て
抽
構
想
に

反
映
さ
せ
、
ま
た
も
巾
民
に
基
・
午
計
画
吋



る
と
い
、
つ
こ
と
で

な
く
、
全
市
的
な
施
策
め
方
向
を
前

提
と
し
て
、

地
区
ご
と
の
総
合
的
な

ー
、
市
民
広
嶋
(
市
長
と
読
る
会
}

直
後
市
民
め
声
を
聞
い
て
嶋
崎
U

に

反
映
さ
せ
、
ま
た
市
民
、
に
基
本
計
制

第 896守、

-
C
L
に・
L
W

古
島
H
K
H同

.
7
b理
6
m
t
A
n

a
屯
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

①
地
区
別
市
民
広
嶋

十
七
地
区
を
単
位
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
一
回
ず
っ
と
し
ま
す
。

②
階
層
別
市
民
広
聴

婦
人
、
青
年
、
老
人
な
ど
を
対

象
に
し
て
実
施
し
ま
す
。

③
課
題
別
市
民
広
聴

課
題
と
な
っ
て
い
る
大
き
な
事

項
に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。
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?
旬
、
意
気
岨
調
査

①
市
民
意
識
調
査

基
本
格
想
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
意
向
を
把
握
し
構
想
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
五

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
市

内
へ
転
入
し
、
現
在
も
市
内
に
住

ん
で
い
る
全
世
帯
を
対
象
に
、
約

千
五
百
人
を
ぬ
き
出
し
ま
す
。

②
中
・
高
校
生
の
意
識
調
査

一
城
画
一

広

一

一
県
計

一
国
等
一

事務局
(企画調箆課)

次
代
を
担
、
7
現
在
の
中

・
高
校

生
が
、
自
己
の
将
来
や
地
域
社
会

の
望
ま
し
い
姿
に
ど
の
よ
う
な
意

識
を
も
っ
て
い
る
か
把
握
し
、
構

想
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
実
施
し

ま
す
。

3
、
提
言
の
募
集

一
般
市
民
を
対
象
に
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
提
言
を
「
広
報

う
え
だ
」
な
ど
を
通
じ
て
募
集
し
ま

す。

地
区
計| 地
画| 区
士I 5}IJ 
τ| 市
計←一民
ニ| 広
一一アI ~思
イI

蚕I ~? 
宇 l 地
割合区

塁|品
""1区

課
題
別
計
画
研
究
委
員
会

行

財

政

部

門

計

画

会

議

消
防
・
防
災
部
門
計
画
会
議

水

道

部

門

計

画

会

議

民

生

部

門

計

画

会

議

社
会
福
祉
部
門
計
画
会
議

教
育
・
文
化
部
門
計
画
会
議

建

設

部

門

計

画

会

議

商
工
・
労
政
部
門
計
画
会
議

農

政

部

門

計

画

会

議

階層別市民広聴

中・高校生意識調査

その他 。モニター制度

。在京上田市出身者
との懇談会

課題別市民広聴

市民意識調査

提言募集

4
、
そ
の
他

①
在
京
上
田
市
出
身
者
と
の
懇
談
会

市
長
を
囲
ん
で
、
ふ
る
さ
と
上

回
の
将
来
を
考
え
る
集
い
を
行
い

ま
す
。

②
個
別
懇
談

市
の
将
来
像
な
ど
に
つ
い
て
、

よ
り
高
い
見
地
か
ら
御
意
見
、
御

提
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

③
モ
ニ
タ
ー
制
度

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
あ
り
ま
す

課
内
(
各
課
)
計
画
会
議

課
内
(
各
課
)
計
画
会
議

課
内
(
各
課
)
計
画
会
議

課
内
(
各
課
)
計
画
会
議

御存じですか

検察審査会

選
挙
権
を
持
つ
人
や
犯
罪
の
被
害
者

に
、
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
制
度

に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持

っ
て

い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た

一
般
市
民
十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
、

主
に
検
察
官
の
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け

な
い
(
不
起
訴
処
分
)
の
善
し
悪
し
を

審
査
す
る
独
立
の
国
家
機
関
で
す
。
で

す
か
ら
、
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と

き
は
、
検
察
審
査
会
の
役
割
を
理
解
さ

れ
進
ん
で
そ
の
任
務
を
果
た
す
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
任
期
は
六
か
月
で
す
。

交
通
事
故
、
傷
害
、
詐
欺
そ
の
他
の

犯
罪
の
被
害
者
は
、
そ
の
犯
罪
の
被
疑

者
を
検
察
官
が
不
起
訴
処
分
と
し
た
こ

と
を
不
服
と
す
る
と
き
は
、
検
察
審
査

会
へ
そ
の
処
分
不
当
の
審
査
申
し
立
て

が
で
き
ま
す
。
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わがまち上回⑬

川
西
の
巻

今
回
は
、
川
西
地
区
自
治
会
連
合
会

か
ら、

薬
草
研
究
活
動
を
紹
介
し
ま
し

ト歩、「ノ。

えつ広報....第896号

と
な
り
、
そ
の
後
、
昭
和
四
十
八
年
に

上
田
市
に
合
併
し
て
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
地
は
、
古
い
東
山
道
の
文
化
を

残
し
、
塩
田
鎌
倉
文
化
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
、
戦
国
時
代
に
は
浦
野
氏
、
室

賀
氏
、
小
泉
氏
の
諸
将
が
出
て
活
開
眼
し

。

。

川
西
地
区
は
、
浦
里
(
当
郷
を
除
く
て

室
賀
、

旧
泉
回
村
大
字
小
泉
(
半
過
を

除
(
J

の
剛
関
係
付
が
合
併
し
て
川
西
村

薬草園で薬草の研究会を聞く老人クラブの皆さん

た
地
域
で
す
。
ま
た
、
浦
野
の
万
葉
古

歌
、
小
泉
の
大
日
堂
、
室
釘
城
跡
は
、

過
き
し
古
き
文
化
の
証
と
し
て
私
た
ち

に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

先
人
が
営
々
と
し
て
築
き
あ
げ
た
す

く
れ
た
文
化
や
、
三
ツ
頭
獅
子
、
さ
さ

ら
踊
り
、
五
詠
歌
、
道
祖
神
な
ど
の
文

化
行
事
を
継
承
し
、
残
さ
れ
た
文
化
財

の
保
護
や
管
理
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
手

で
な
さ
れ
て
い
て
、
こ
う
し
た
活
動
が

地
域
の
連
体
感
を
い

っ
そ
う
深
め
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
・

排

球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル、

民
踊
、
書
画
、
手
芸
な
ど
の
グ
ル
ー
プ

活
動
も
盛
ん
で
、
新
し
い
地
域
文
化
を

創
造
し
て
い
ま
す
。

川
西
地
区
で
は
、
自
分
の
他
康
は
自

分
で
守
ろ
う
と
、
早
く
か
ら
公
民
館
と

老
人
ク
ラ
ブ
が
協
力
し
て
、
薬
草
の
研

究
と
そ
の
活
用
い
か
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
結
果
、

「
川
西
地
区
の
薬
草
」
「
薬
草
服
用
実
験

談
」
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
、
研
究
の
交

流
を
図
る
と
と
も
に
各
人
が
実
践
し
て

健
康
噌
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

こ
の
活
動
が
日
本
農
業
新
聞
な
ど
に
制

時
制
さ
れ
た
た
め
、
全
国
各
地
か
ら
紹
介

が
あ
り
い
よ
い
よ
活
動
の
広
が
り
を
み

て
い
ま
す
。

ま
た
、
川
西
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
に

は
マ
タ
タ
ヒ
の
劫
が
定
例
日
に
ぷ
け
ら

れ
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進

の
場
と
し
て
、
交
流
恕
い
の
湯
と
し
て

》
宿
用
用
童
、

h
H
イ
丸
い
卒
。
十
7
0

月

ミ
目
玉
十
円
で
あ
な
た
の
職
場
に
共
済
制
度

...吉沢はるさん102歳

9月15日の「敬老の臼」、市内で最高年齢者の吉沢はる

さん (102歳・西前山)に、県と市から記念品が贈られま

した。はるさんは、去年の謀れに転んで少しけカ、をされ

たものの、{本はとても御丈夫でいらっしゃいます。

(写真は、「敬~の日」に小池上小地方事務所長〈省〉永野市
長〈中央〉 と記念写真をとる ~f沢はるさんく左> ) 

砂
防
犯
当
番
で
明
る
い
韓
組

ニ
ウ
川
崎
と
内
部
地
区
て
は
、
防
犯
当
番
」
制
を
始
め
ま
し
た
。
地
娘
ぐ
る

み
の
「
防
犯
当
番
」
は
市
内
で
初
め
て
の
も
の
で
、
各
家
庭
か
輪
番
制
て
防

犯
当
番
」
の
表
札
を
玄
関
先
に
掲
け
、
地
域
自
主
防
犯
の

aH覚
を
高
め
よ

1

L
L
い、
7
J
U
の
予
よ
1

。

①
相
染
閣
、
わ
し
ば
山
荘
、
自
然
運
動

川

公
附
ブ

l
ル

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

川

チ

イ

別
所
以
内
ぷ
伐
林
公
出
・

一点



み

の

「

防

犯

当

番

」

は

市

内

で

初

め

て

の

も

輪

番

制

で

「

防

犯
当
番
」
の
表
札
を
玄
関
先
に
掲
げ
、
地
域
自
主
防
犯
の
自
覚
を
高
め
よ
う

と
い
、7
も
の
で
す
。

川
西
地
区
は
、
浦
里
(
当
郷
を
除
く
て

掌刷
R
.

旧
泉
田
村
大
字
小
泉
(
半
過
を

除
〈
J

の
関
係
村
が
合
併
し
て
川
西
村

残
し
、
塩
田
鎌
倉
文
化
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
、
戦
国
時
代
に
は
浦
野
氏
、
室

賀
氏
、
小
泉
氏
の
諸
将
が
出
て
活
躍
し

れ
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進

の
場
と
し
て
、
交
流
憩
い
の
湯
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

?fi 896 'J、

同

『
百
五
十
円
で
あ
広
た
の
職
場
に
共
済
制
度

上
岡
市
勤
労
者
互
助
会
に
御
加
入
を

(
労
政
課
内
上
田
市
勤
労
者
互
助
会
事
務
局

上
田
市
勤
労
者
互
助
会
は
、
中
小
企

業
や
商
底
な
ど
に
勤
務
す
る
従
業
員
お

よ
び
そ
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
の
福
利
増

進
を
図
り
健
全
な
生
活
と
明
る
い
職
場

づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
個
々

の
事
業
所
で
は
行
え
な
い
福
利
厚
生
事

業
を
上
田
市
が
中
心
に
な
っ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

企
業
の
進
展
と
従
業
員
の
定
着
に
役

立
て
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
連
携
を
深
め
る
と
い
う
目
的
の
も
の

で
す
。
ど
う
ぞ
、
あ
な
た
の
事
業
所
で

も
こ
の
制
度
に
御
加
入
い
た
だ
き
、
共

同
の
力
で
よ
り
い
っ
そ
う
福
祉
の
向
上

を
図
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〈
加
入
で
き
る
人
〉

市
内
の
労
働
組
合
の
な
い
事
業
所
に

勤
務
す
る
従
業
員
と
そ
の
事
業
主
の
皆

さ
ん
。
た
だ
し
、
個
人
で
の
加
入
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
臨
時
や
パ
ー
ト
の
皆

さ
ん
は
入
会
で
き
ま
せ
ん
。

〈
毎
月
の
掛
金
〉

入
会
金
(
加
入
時
)
一
人
百
円
、
会

費
月
額
一
人
二
百
五
十
円

〈
入
会
の
方
法
〉

だえつー (7)一一一一昭和58年10月1日 広報

入
会
申
込
書
に
入
会
金
百
円
、
会
費

二
百
五
十
円
を
添
え
て
事
務
局
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
貸
付
制
度
v

①
生
活
資
金

l
百
万
円
ま
で
。
た
だ
し
、

即
日
貸
付
に
つ
い
て
は
十
万
円
ま
で 合

⑧
4
1
0
0
・
内
線

6
0
5
)

(
無
担
保
)
、
信
用
保
証
料

0
・
七
二

%
は
全
額
補
助
し
ま
す
。

②
住
宅
資
金

l
一
千
万
円
ま
で
(
有
担

保
)
、
市
・
県
か
ら
三
年
間
の
利
子
補

給
が
あ
り
ま
す
。

〈
厚
生
事
業
v

。
相
染
問
、
わ
し
ば
山
荘
‘
自
然
運
動

川

公

園

プ

ル

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

川

チ
y

ク、

別
所
温
泉
森
林
公
園
・
粟

川

園
・
き
の
こ
闘
、
上
回
勤
労
者
体
育

川

セ
ン
タ
ー
の
無
料
利
用
券
を
差
し
上
川

げ
ま
す
。

②
市
町
村
共
済
組
合
「
湖
泉
荘
」
「
湯
香
川

里
荘
」
な
ど
の
保
養
施
設
宿
泊
利
用
川

者
に
、
会
員
千
円
、
家
族
五
百
円
の
川

補
助
を
し
ま
す
。

川

③
家
庭
用
医
薬
品
の
配
布
、
ス
ポ
ー
ツ
州

大
会
、
パ
ス
旅
行
を
実
施
し
ま
す
。

川

〈
共
済
事
業
v

州

毎
月
五
日
で
申
し
込
み
を
締
め
切
っ

左
表
の
と
お
り
で
す
。

川

て
い
ま
し
た
市
の
中
小
企
業
融
資
制
度

山

の
取
り
扱
い
が
、
十
月
一
日
か
ら
必
要

川
な
と
き
に
い
つ
で
も
申
し
込
め
る
「
随

川

時
受
付
」
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
気

川

軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

川

こ

の
制
度
を
利
用
で
き
る
事
業
所
は

川

次
の
と
お
り
で
す
。

川

1
、
市
内
に
庖
舗
、
工
場
、
事
務
所
ま

川

た

は

事
業
所
が
あ
る
こ
と

川

2
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
三
十
人

川

未

満

で
あ
る
こ
と

川

3
、
同

一
事
業
の
営
業
実
紺
が
継
続
し

川

て
一
年
以
上
あ
る
こ
と

川

4
、
市
内
に
居
住
し
市
税
を
完
納
し
て

川

い

る

こ

と

川

5
、
信
用
保
証
協
会
の
定
め
る
対
象
業

川

種

で

あ

る

こ

と

川

詳
し
く
は
、
商
工
課
商
工
相
談
所
、

川
塩
田
商
工
会

(
宮
⑮
3
6
1
0
)、
川
西

川

商

工
会
(
宮
⑪
2
0
3
3
)
へ
御
相
談

川

く
だ
さ
い
。

土*、 j斉 事 由 給付金額

JI-J 

tZ〉三 員 160，000 
死
配偶者 65，000 

子 30，000 

亡
親 10，000 

2親等までの同居家族火災による死亡 5，000 

f主 全焼、全壊 200，000 

骨量 火 fκ (( 半焼、半壊 100，000 
宅 一部焼、一部壊 50，000 

JtくZ 全焼、全壊、流失 200，000 
地震、噴火による火災

半焼、半壊 100，000 
害
及びその他の災害

一部焼、一部壊、床上浸水 50，000 

廃 疾 50，000 

f{長
休業14日以上 5，000 

休業30日以上 10，000 
病

休業90日以上 15，000 

結 婚 15，000 

子の出生 5，000 

子の就学(小学校あるいは中学校へi 3，000 
入学時に 1回限り

退職慰労金(会員期間 3年以上) 4，000 

寿
銅婚祝(結婚15年) 3，000 

陶器婚祝(結婚20年) 4，000 

銀婚祝(結婚25年) 5，000 
キ兄

真珠婚 祝 (結婚30年) 6，000 

共済金給付額表

中小企業融資制度

10月1日から随時受付に

/商工課商工相談所L

¥ft⑫4100内線604)
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私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

北原真紀さん

(川辺小・5年)

日
払
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
ル
ー
一
干
の
牧
場
で
、
牛
と
馬
を
あ

ず
か

っ
て
い
ま
す
。

私
が
行
く
と
、
「
よ

‘，--h
‘. 

老人福祉センターでゲートボールを楽しむ皆さん

く
来
た
、
よ
く
い
米
た
」
と
言
っ
て
、
牛

と
馬
の
え
さ
く
れ
に
、
い
っ
し
ょ
に
つ

れ
て
い

っ
て
く
れ
ま
す
。
車
で
、
ゴ
ッ

ト
ン
ゴ
ッ
ト
ン
と
山
を
登
っ
て
、
え
さ

く
れ
に
行
き
ま
す
。

牛
と
馬
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
に

と
て
も
よ
く
な
れ
て
い
ま
す
。
で
っ
か

い
体
を
し
て
年
を
と
っ
て
い
る
牛
も
、

あ
ま
え
ん
ぼ
う
で
す
。
わ
る
い
こ
と
を

し
て
お
こ
ら
れ
た
っ
て
、
え
さ
を
ね
だ

っ
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
雨

の
目
だ
っ
て
台
風
が
米
た
っ
て
、
牛
と

馬
の
せ
わ
を
し
て
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
電
話
の
番
を
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
大
す
き
で

す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
、
私
の
こ
と
が
す
き
だ
そ
う
で
す
。

食
事
の
お
手
伝
い
を
や
ろ
う
と
す
る
と
、

「
け
が
し
た
ら
こ
ま
る
」
と
言

っ
て、

私
の
こ
と
を
と
て
も
お
も
っ
て
く
れ
ま

す
。
か
、
え
る
と
き
に
な
る
と
た
く
さ

ん
の
お
み
や
げ
を
く
れ
て
、
「
き
を
つ
け

て
な
」
と
や
さ
し
く
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
二
人
だ
け
な
の

で
、
私
に
も
っ
と
い
て
ほ
し
い
っ
て
思

っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

こ
ん
ど
は
た
く
さ
ん
と
ま
リ
に
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
、
も
っ
と
も
っ
と
長
生
き
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
ま
で

も
い
つ
ま
で
も
、
私
の
そ
ば
に
い
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
元
気
で
が
ん
ば

っ

て
く
だ
さ
い
。
私
も
が
ん
ば
っ
て
や
り

ま
す
。

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

川苔さ よりさん

(北小・5年)

私
の
お
し
い
ち
ゃ
ん
は
、
訟
が
生
ま

と
思果 ま
つ物し
てな よ
いら う
るた。

人く
もき
いん
ま食
すベ
カ£ て

も
果 よ
物い

れ
る
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

私
は
、
写
真
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
し
か
凡

て
い
ま
せ
ん
。
私
は
、
い
つ
も
「
ど
う

し
て
ur
く
先
ん
し
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
う
」

と
思
い
ま
す
お
父
さ
ん
は
、
よ
く
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
や
さ
し
い
人
た
う
た

よ
L

と
言
い
ま
す
写
点
で
凡
て
し
、

や
さ
し
そ
う
る
人
で
す
紅
は
、
本
物

の
お
し
い
ち
ゃ
ん
け
ん
た
か

勺
た
な
あ

と
忠
い
ま
す

で
も
、
家
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

い
ま
す
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
じ

十
オ
に
な
リ
ま
し
た
。
と
て
も
元
%
で

す
。
弟
の
ゅ
う
じ
の
め
ん
ど
う
を
み
た

り
、
お
母
さ
ん
が
い
な
い
と
き
は
、
タ

は
ん
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
引
払
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
や
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
お
せ
っ
か

い
な
と
こ
ろ
で
す
。

ふ
だ
ん
は
、
と
て
も
や
さ
し
く
て
、

お
正
月
に
お
と
し
じ
を
く
れ
ま
す
私

の
お
た
ん
生
日
に
も
く
れ
ま
す
。
だ
か

ら
、
私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
ん
生

日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
そ
し

た
ら
、
と
て
も
が
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た

私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
a
M
こ
ん
で
く

れ
る
の
が
、
と
て
も
う
れ
し
い
て
す

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
う
し
ょ
に
お
ふ

ろ
に
入
る
と
、
せ
な
か
を
本
が
し

っ
こ

し
ま
す
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
は
、
サ

ラ
ザ
ラ
で
す
。
お
ち
ゃ
わ
ん
な
ど
を
あ

ら
う
と
き
、
い
た
い
か
ら

っ
て
ヒ
ニ
|

ル
手
ぶ
く
ろ
を
し
て
、
あ
ら

ゥ
て

い
ま

す
。
私
は
、
よ
る
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

せ
な
か
に
、
お
泌
を
ぬ

っ
て
あ
げ
ま
す

ぷ
い
ぶ
つ
ぶ
つ
が
あ
る
か
ら
で
す

私
は
、
お
し
い
ち
ゃ
ん
か
い
く
死
ん

て
し
ま
っ
た
の
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

い
つ
ま
で
も

K
生
き
を
し
て
も
・
り
い
た

い
と
思
い
ま
す

排
水
・
便
所
の
汚
水
な
ど
が
流
き
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
紀
元
前
四
百
年
、
ロ
ー
マ



健
康
的
に
や
せ
る

第 896号、

;1m三曹
実
り
の
秋
を
迎
え
て
、
お
い
し
い
果

物
な
ど
が
た
く
さ
ん
出
ま
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
日
ご
ろ
か
ら
や
せ
た
い

と
思
っ
て
努
力
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、

健
康
的
に
や
せ
る
コ
ツ
を
少
し
お
話
し

し
ま
し
ょ
う
。

T三え

望
ま
し
い
体
重

つ

肥
満
は
成
人
病
の
元
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
や
せ
る
必
要
が
な
い
の
に
自

分
は
太
っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る

人
も
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
、
望
ま
し
い

体
重
の
出
し
方
を
お
教
、
え
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
身
長
か
ら
百
を
引
い
た
も
の

に、

0
・
九
を
か
け
る
方
法
が
よ
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
身
長
百
六

ー (9)一一一一昭和58年10月1日 広報

十
仰
の
人
で
す
と
、
百
六
十
か
ら
百
を

引
い
た
六
十
に

0
・
九
を
か
け
た
五
十

四
阿
が
、
理
想
的
な
体
重
と
い
え
ま
す
。

た
だ
し
、
五
十
四
同
の
一

O
%多
い
五

九
・
固
い
暗
か
ら
一

O
%少
な
い
四
八
・

六
同
の
範
囲
ま
で
は
、
だ
い
た
い
望
ま

し
い
体
重
と
い
え
ま
す
。

皆
さ
ん
の
体
重
は
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
よ
う
に
し
て
出
し
た
標
準

体
重
の
二

O
%以
上
多
い
場
合
は
、
や

せ
る
努
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。

食
事
の
取
り
方

や
せ
る
方
法
に
は
、
運
動
、
生
活
の

仕
方
な
ど
大
切
な
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
食
事
の
取
り
方
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

ー
、
た
ん
ぱ
く
質
の
食
品
は
、
毎
日
き

ち
ん
と
取
り
ま
し
ょ
う
。

一
日
に
牛
乳
一
本
、
卵
一
個
、
豆
腐
な

ど
の
大
豆
食
品
、
脂
肪
の
少
な
い
肉
、

魚
類
な
ど
を
取
る
こ
と
が
、
体
の
抵
抗

力
を
つ
け
、
血
液
や
筋
肉
を
つ
く
る
た

め
に
大
切
で
す
。

2
、
果
物
を
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
生
ま

し
い
ち
ゃ
ん
は
、
や
さ
し
い
人
た
っ
た

よ
」
と
言
い
ま
す
。
写
真
で
見
て
も
、

ま
し
ょ
う
。

旬

果
物
な
ら
た
く
き
ん
食
べ
て
も
よ
い

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
果
物
川

の
糖
分
は
か
な
り
多
い
も
の
で
す
。
一

日
に
取

っ
て
も
よ
い
目
や
す
は
、
デ
ラ
川

ウ
ェ
ア
な
ら
一
房
、
り
ん
ご
な
ら
半
分
川

で
す
。
デ
ラ
ウ
ェ
ア
一
房
、
巨
峰
や
ナ

J

イ
ヤ
ガ
ラ
な
ら
約
百
五
十

g
(
粒
に
し
川

て
十
二
粒
前
後
)
、
バ
ナ
ナ
一
本
、
梨
一

個
、
か
き
一
個
、
い
ち
じ
く
三
個
、
み
川

か
ん
三
個
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
は
ん
を
茶
川

わ
ん
半
分
食
べ
た
こ
と
と
同
じ
で
す
。

甘
く
て
お
い
し
い
の
で
つ
い
食
べ
過
川

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
食
べ
過
ぎ
た
な

r

と
思
っ
た
ら
、
ほ
か
の
間
食
を
取
ら
な

J

い
な
ど
の
心
配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
川
九
月
十
日
は
、
全
国
下
水
道
促
進
デ

3
、
料
理
の
工
夫
、
食
べ
方
に
よ
っ
て
川

l
で
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
目
、
市
民

も
か
な
り
効
果
が
あ
り
ま
す
。
川
の
皆
さ
ん
に
下
水
道
に
対
す
る
理
解
を

①
味
つ
け
は
、
う
す
味
に
し
ま
し
ょ
~
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
下
水
道
普
及

、7
0

へ
相
談
所
の
開
設
、
ポ
ス
タ
ー
の
標
示
な

②
牛
乳
、
う
す
味
の
ス
ー
プ
、
み
そ
川
ど
を
行
い
ま
し
た
。

汁
、
そ
し
て
お
か
ず
を
先
に
食
べ
/
こ
れ
を
機
会
に
、
下
水
道
に
つ
い
て

て
、
最
後
に
主
食
を
取
る
よ
う
に

J

さ
ら
に
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
ょ

す
る
と
主
食
の
量
が
割
合
少
な
く
川
う
、
シ
リ
ー
ズ
で
下
水
道
に
つ
い
て
の

て
す
み
、
お
な
か
も
満
足
で
き
ま
川
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

す

。

川

今

回

は

、

「

下

水

道

の

歴

史

」

に

つ

い

て

③
カ
ロ
リ
ー
の
少
な
い
野
菜
や
海
箪
~
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

類
を
、
た
っ
ぷ
り
よ
く
か
ん
で
食
門

。

べ
ま
し
ょ
う
。

門
下
水
道
の
起
源
は
、
遠
く
イ
ン
ダ
ス

④
お
じ
ゃ
や
お
か
ゆ
に
し
て
み
る
の
川
文
明
の
栄
え
た
紀
元
前
二
千
年
ご
ろ
ま

も
、
量
が
少
な
く
て
割
に
食
べ
た

J

で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
時
代
の
モ

気
が
し
ま
す
。

川
へ

ン
ジ

ョ
・
ダ
ロ
と
い
う
遺
跡
か
ら
は、

食
欲
の
秋
、
働
く
秋
、
行
楽
の
秋
、
上
川
す
で
に
レ

ン
ガ
造
り
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の

手
に
食
べ
て
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
、
っ
。
川
あ
る
下
水
道
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
雑

シリーズ・下水道を考える①

下水道の歴史

い
と
阻
む
い
ま
す

俳
世

ψ
小

・
珂
V
F
4叫

m
mw
耳
円
占
小
ゐ
川
e
v
ι
M
M
高
伸

R
C
れ
u
v
j
t

い
さ
か

1
レ
わ
~
。

そ
の
後
、

紀
元
前
四
百
年
、
ロ
ー

マ

帝
国
の
崩
壕
後
、
下
水
道
の
発
展
は
途

絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

近
代
下
水
道
と
い
わ
れ
る
組
織
的
な

下
水
道
は
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀

に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ

ッパ

に
お
い
て
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
コ
レ

ラ
の
大
流
行
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
下
水
道
が
都
市
の
環
境
保
全
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

日
本
で
初
め
て
下
水
道
が
造
ら
れ
た

の
は
、
明
治
十
六
年
、
東
京
神
田
地
区

に
ひ
か
れ
た
二
千
五
百
四
十
五

μ
で
す
。

そ
の
後
、
雨
水
・
汚
水
の
排
除
を
目
的

と
し
て
、
明
治
三
十
三
年
に
旧
下
水
道

法
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
に
は
、
下
水
道
法
が

全
面
改
正
さ
れ
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
「
公

共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
」
な
ど
下
水

道
の
役
割
が
増
え
、
下
水
道
事
業
が
本

格
的
な
発
展
を
み
せ
る
時
代
と
な
り
ま

し
た
。

三

-y

t
州

〉

川

旬
、s--化
が
や
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生鮮魚介類産地直送事業

今月から再開(毎月15日)

えつ広報

i集

今
回
は
ー
ー
ー

①
特

大

一

塩

さ

ん

ま

二

本

百

九

十

円

②
大
型
船
凍
い
か
こ
は
い
三
百
三
十
円

③
赤
魚
本
み
り
ん
粕
漬
け
一
枚
百
十
円

い
ず
れ
も
特
価

取
り
扱
い
庖
|
|

市
内
産
直
協
力
庖

毎年、市民の皆きんから好評をいただいています生

鮮魚介類の産地直送事業を今月から再開します。

この事業は、新鮮な魚介類を少しでも安く御家庭に

お届けしようというものです。品目や価格は、消費者、

小売底、卸市場の代表の皆さんで構成されている産地

直送事業委員会で決定し、広報(毎月 1日号)、有線放

送、広報車などでお知らせします。

実施する月一.10月、 11月、59年 2月、 3月、 4月

産直デー

10月15日(土)

第46回

年金を受ける4つのポイント

1.加入したらまず納付

国民年金以外の年金制度の保険料は給料から天引き

きれますので、未納となる心配はありません。しかし、

国民年金は直接納めるため「うっかりして納めそこな

った」という ことがあります。

保険料を忘れずに納めるか、または納付が困難なとき

は保険料の免除を受けないと年金の保障はきれません。

2.忘れずに手続きを

国民年金の加入者一人一人の状態は市ではつかみき

れませんので、国民年金ではいろいろな手続きが必要

となります。

会社に勤めたり、やめたときなどは必ず、市役所で

そのつど手続きをしましょう。

3.任意加入の未納は禁物

国民年金に任意加入している間に保険料を未納にし

ますと、 その期間は通算きれないばかりか、「カラ期間」

(実際に年金に加入していなくても、年金の資格期間

を計算するときに算入する期間)としても認められま

せん。任意加入の人で保険料を納められないときは国

民年金をやめる手続きを しましょう 。

4.通算されない期間に注意

次の期間は通算きれません。

・国民年金の保険料を納めなかった期間

・同一命IJ度の加入期間を通算しても、 1年に満たない

期間。共済組合では、一回の加入期聞が、 1年に満

たない期間

・厚生年金の脱退手当金を受けて しま った期間

毎
月
十
五
日

鮮
魚
産
直
デ
l

協

力

庖

※
こ
の
旗
の
あ
る
産
直
協
力
庖
で

お
求
め
く
だ
さ
い
。

もう納めましたか一保険料1--3期
未納のま まにしておきますと、老齢 ・障害・母子な

どの状態になったときに年金が受けられない場合もあ

ります。納付書で納めている人は、この機会にお手元

の納付書てーお確めください。

なお、口座振替利用の人は、口座から引き落とされ

ているかどうか、預金通帳で確認してください。

。今月 は第 4期分(10月一 11月)納期月です。

上田市
産直委員会

〈生活環境諜生活係官⑫4100内線301>

とき…10月9日(日)午後2時-4時

とニろ…上田市民会館大ホール

入場料・・ー無料

上田市消防団音楽隊結成

10周年記念演奏会開催

〈国保年金課年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

鳥九九社会保険出張相談日~ぞ

(10月) ~ 

(第 1火曜日 4日 j 
第3火曜日 18日 よ

会場…松尾工業株式会社(川辺町) (. 

(第 2火曜日 11日 j 
第 4火曜日 25日 t 

会場…上回商工会議所(大手町) 1. 
O各会場とも午前10時~午後 3時 J 

*千幽川左岸地区

食予幽川右岸地区
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生活講座・労働講座の受講生を募集
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年

1. 力日

固

されま

国民年

った」

保険

は保険

2.忘
国

れませ

とな り

会社

そのつ ι

3.任
国民

ますと、

(実際

を計算

せん。 u

民年金

4. 

次

・国民

・同一

期間

たな

・厚生

もう

未納

どの状

ります

の納付

なお

ている ，

⑥今月

〈国保

働く婦人の家では、労政事務所、長野婦人少年室と

共催で、次のとおり生活講座と労働講座を計画しまし

た。お誘い合って御参加ください。

対象者・・市内にお住まいの婦人および市内の事業所

にお勤めの婦人

ところ一上田市働く婦人の家(材木町 1-2-2)

受講料・・・無料(ただし、料理材料費500円前後、人形

材料費300円前後)

申込方法一・働く婦人の家へお申し込みください。電話

でもけっこうです。

締め切り-一定員になり次第締め切ります。

生活講座・労働講座日程表

言箆 座 名 議 師 月 日 時間・定 員 備 考

武蔵野女子大学講師 午後6:00-8:00 労働 講座

これからの婦人の生き方とよろこび 10月20日休) 労政事務所
佐藤綾子さん 100名 と共催

手芸講師 午後1:30-3:30 生活講座
暮らしの中での更生と活用

(てぶくろ人形)
10月15日出 長野婦人少

伊倉光子さん 30名 年室と共催

栄養士 午後6:00-8・。。
手軽にできる健康料理 10月21日幽 /J 

岩 崎敬子さん 30名

暮らしの中での健康づくり
スポーツインストラクター 10月24日明)

" 
/J 

(自彊術) 久保田里子さん 10月25日(刈

情報化時代の井戸端会議 長野大学講師 午後1:30-3:30 
10月29日仕) /J 

よりよき女性の感性をみがくためにー 飯島 カきん 100名

和裁・毛糸機械編

技術講習会の

受講者を募集します

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
県
内
職
援
助

セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
次
の
と
お
り
和

裁
と
毛
糸
機
械
編
の
技
術
講
習
会
を
聞

き
ま
す
。
受
講
を
御
希
望
の
人
は
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
け

つ

こ
う
で
す
。

対
象
者
:
・
市
内
に
お
住
ま
い
の
婦
人
で
、

初
心
者
に
限
り
ま
す
。

定

員

:

・
和
裁
二
十
名
、
機
械
編
十
五

名
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
)

募
集
期
間
・
:
十
月
六
日
同
か
ら

(
午
前

九
時
か
ら
午
後
九
時
)

講
習
期
間
:
・
十
一
月
一
日

ωか
ら
十
二

月
九
日
刷
閣
の
休
館
目
、
土
曜
日
、
日

曜
日
を
除
く
二
十
一
日
間

講
習
時
間
・
:
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

講
習
内
容
・
:
和
裁
は
肌
ジ
ュ
パ
ン
、
女

物
男
物
浴
衣
、
ウ
!
ル
な
ど
。
毛
糸

機
械
編
は
針
さ
し
、
ベ
ス
ト
、
セ
ー

タ
ー
な
ど
(
機
械
編
機
は
用
意
し
て

あ
り
ま
す
)

受
講
料
・・
・
無
料
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お知らせ
小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め

えつ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

広報

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)
予
防

の
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
皆
さ

ん
は
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
政
当
者
〉

①
昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
同
年

六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
供

さ
ん

②
今
ま
で
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
子
供

さ
ん
(
た
だ
し
、
四
歳
未
満
に
限
り

さ
ゆ
宇

v
d

A
P
帥
河
川
信
ザ
帝
“
H

遺品目
V

戸市 896号

六
週
間
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
、

0
・

0
五
ミ
リ

μ
ず
つ
二
回
経
口
投
与
し
ま

す
。〈受

付
時
間
〉

各
会
場
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
三
十
分

〈
持
ち
物
〉

問
診
票
(
記
入
し
て
)
、
母
子
健
康
手

帳
。
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
以
降
に

生
ま
れ
た
子
供
さ
ん
に
は
、
問
診
票
は
、

赤
ち
ゃ
ん
手
帳
に
綴
り
込
ん
で
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
切
り
離
し
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
(
問
診
票
の
な
い
場
合
は
、

当
日
会
場
に
用
意
し
て
あ
る
も
の
を
御

使
用
く
だ
さ
い
。
)

〈
そ
の
他
〉

こ
の
予
防
接
種
と
三
種
混
合
、
麻
し

ん
予
防
接
種
の
時
期
が
同
じ
な
の
で
、

接
種
に
あ
た
っ
て
は
間
隔
に
御
注
意
く

だ
さ
い
。

58年度(秋期)急性灰白髄炎予防接種目程表
，.-

接種目

% 場 対象地区
1回 2回

極国母子健康センター 塩田地区

1月0 11 川辺地区

川辺町 ~コh三 倉吉 月
泉団地区のうち12 25 

日 日 福田、吉田

かト4 働 神科地区
上野 が丘 公民館

豊殿地区

市保健 セ ンター 東部地区

(市役所南庁舎2階) 10 11 西部地区
月 月

神川地 区 公民館 13 29 神川地区
日 日
城下地区

三好 町 ぷZスL 豊富 休) (刈

泉団地区のうち半過

南部地区

市保 健セ ンター
10 11 中央地区
月 月

(市役所南庁舎2階) 14 30 北部地区
日 日
塩尻地区

働 休)

川西社会福祉センター 川西地区

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
滅

失
登
記
(
、
法
務
局
)
ま
た
は
取
り
壊
し

の
届
出
番
を
、
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

ス
コ

ミ
で
活
躍
中
の
生
活
評
論
家
・
高

見
沢
た
か
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
日
常

の
お
つ
き
あ
い
と
冠
婚
葬
祭
、
主
婦
の

市
有
財
産
を
公
売
し
ま
す

管
財
課
管
財
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
6
0

有
線
②
0
6
5
1

諜l回目 と2回目の接種間隔は6週間以上あけてください。

公
売
物
件

①
旧
新
屋
市
営
住
宅
二
棟
(
土
地
っ
き
、

新
屋
会
館
前
)

現
場
説
明

1
十
月
十
七
日
午
前
十
時

(
時
間
厳
守
)

競
争
入
札

l
十
月
二
十
日
午
前
十
時

(
時
間
厳
守
)
、
市
役
所
本
庁
四
階

第
一
会
議
室

②
宅
地
可
能
地
二
区
画
二
区
画
の
面

積
は
約
九
十
坪
、
中
塩
田
警
察
官

駐
在
所
隣
地
)

現
場
説
明

1
十
月
十
七
日
午
後
二
時

(
時
間
厳
守
)

競
争
入
札
H
H
十
月
二
十
日
午
後
二
時

(
時
間
厳
守
)
、
市
役
所
本
庁
四
階

第
一
会
議
室

公
売
公
告
場
所
:
・
市
役
所
本
庁
、
豊
殿
・

塩
田
・
川
西
の
各
支
所

入
札
保
証
金
・
:
入
札
見
積
額
の
百
分
の

五
の
入
札
保
証
金
を
入
札
前
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。
落
札
決
定
後
、
落

札
者
以
外
の
人
に
は
直
ち
に
保
証
金

を
お
返
し
し
ま
す
。

入
札
参
加
者
・
・
・
本
人
が
印
鑑
を
お
持
ち

に
な
っ
て
お
い
で
く
だ
き
い
。
代
理

日
制
の
四
日
問
。
毎
日
、
午
前
十
時
、

午
後
一
時
三
十
分
、
午
後
三
時
の
三

回
、
一
般
開
放
し
ま
す
。

人
の
場
合
は
、
必
ず
本
人
自
宅
の
委

任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

市
内

4
会
場
で

行
政
相
談
所
を
開
設

生
活
環
境
課
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

有
線
②
0
6
7
1

十
月
十
六
日
目
か
ら
二
十
二
日
出
ま

で
の
一
週
間
は
、
行
政
管
理
庁
(
長
野

行
政
監
察
局
)
主
催
に
よ
る
行
政
相
談

週
間
で
す
。

行
政
相
談
制
度
を
広
く
皆
さ
ん
に
知

っ
て
も
ら
い
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
で
も
次
の
日
程
で
巡
回
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
行
政
相
談
は
、
役
所

の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
、
要
望
、
問
い

合
わ
せ
な
ど
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
図

る
も
の
で
す
。
相
談
は
秘
密
が
守
ら
れ

無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
利
用
く

だ
さ
い
。

マ
十
月
十
一
日
制
・
:
午
前
九
時
か
ら
正

午

1
上
野
が
丘
公
民
館
、
午
後
一

時
か
ら
四
時

1
ユ
ニ
|
上
回
庖

マ
十
月
十
二
日
嗣
:
・
午
前
九
時
か
ら
正

午

1
塩
田
公
民
館
、
午
後
一
時
か

ら
四
時

1
川
西
公
民
館

な
お
、

十
月
の
定
例
相
談
日

(
ユ
ニ

|
上
回
庖
)
は
、
十
月
十

一
日
の
巡
回

知市
一談
日
L
L
lレ
て
世
夫
叫
地
ー
し
ま
。
十
'
・

教
育
問
題
や
育
児
問
題
な
ど
子
供
に

関
す
る
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
、
会

分
野
の
専
門
の
先
生
が
相
践
に
応
じ
ま



ー
上
回
庖
)
は
、
十
月
十

一
日
の山巡
回

相
談
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

第 896号、

入
国
受
付
は
日
月
に

児
責
保
育
課
保
育
園
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
8
2

有
線
②
0
8
0
1

翌
年
四
月
か
ら
保
育
園
(公
・
私
立
)

へ
入
凶
希
望
の
お
子
さ
ん
の
入
園
申
請

は
、
今
ま
で

一
月
に
行

っ
て
き
ま
し
た

か
、
今
年
か
ら
十
一
月
に
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
回
の
十
月
十
六
日
号
の

だ
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

えつ

取
り
壊
し
た
家
屋
は

-ω 一一一昭和58年10月1日 広報

お
早
め
に
届
け
出
を

資
産
税
課
家
屋
評
価
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
3
7

有
線
②
0
6
8
1

家
屋
の
新
地
築
や
他
の
用
途
に
使
用

な
ど
、
古
い
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
取
り
陥
慣
し
た
ま
ま
滅
失
登
記
ま
た
は

取
り
扱
し
の
届
け
出
を
し
な
い
た
め
に
、

固
定
資
産
脱
が
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
取
り

域
し
た
家
屋
は
、
滅
失
登
記
を
す
る
か

届
け
出
を
す
れ
ば
課
税
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

も
う

一
度
お
確
か
め
に
な
り
、
ま
だ

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
滅

失
登
記
(
法
務
局
)
ま
た
は
取
り
壊
し

の
届
出
書
を
、

十
二
月
二
十
八
日
ま
で

に
資
産
税
課
ま
た
は
市
役
所
の
各
支
所

に
御
提
出
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ー
上
小
高
等
職
業
訓
練
校

l

四
年
度
後
期
の

技
能
検
定
を
実
施

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
昭
和

五
十
八
年
度
の
後
期
技
能
検
定
を
実
施

し
ま
す
。

検
定
は
、
建
築
大
工
、
か
わ
ら
ぶ
き
、

配
管
な
ど
二
十
一
職
種
あ
り
ま
す
。
お
申

し
込
み
は
、
十
月
四
日

ωか
ら
十
七
日

開
ま
で
の
聞
に
、
上
小
高
等
職
業
訓
練

校
(
干
3
8
6

市

内

天

神

二

四

|

五
五
)
へ
お
願
い
し
ま
す
。

一
日
生
活
教
室
に

御
参
加
を

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(
⑪

8
5
1
7

十
月
の
二
日
生
活
教
室
」
は
、
マ

ス
コ
ミ、で
活
躍
中
の
生
活
評
論
家
・
高

見
沢
た
か
子
き
ん
を
お
招
き
し
、
日
常

の
お
つ
き
あ
い
と
冠
婚
葬
祭
、
主
婦
の

意
識
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
御
聴
講

を
お
勧
め
し
ま
す
。

と
き
:
・
十
月
十
七
日
間
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
教

室
テ
i
マ
・
・
「
よ
り
よ
い
お
つ
き
あ
い
の

た
め
に
」

1
冠
婚
葬
祭
の
見
直
し
と

合
理
的
な
生
活
を
め
ざ
し
て
1

講
師
・
:
生
活
評
論
家
・
高
見
沢
た
か

子
さ
ん

上
回
電
報
電
話
局
を

一
般
開
放
し
ま
す

上
回
電
報
電
話
局
庶
務
課

宮
⑮
4
2
1
1
内
線
3
6
0

上
回
電
報
電
話
局
で
は
、
こ
の
た
び

上
回
築
城
四
百
年
祭
記
念
と
十
月
二
十

三
日
の
電
信
電
話
記
念
日
行
事
の
一
環

と
し
て
、
次
の
と
お
り
上
回
電
報
電
話

局
内
の
設
備
な
ど
を
御
覧
い
た
だ
く
機

会
を
計
画
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
電
信
電
話
事
業
の
業
務
内

容
を
御
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。
多
数
の
御
参
観
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
・
:
十
月
二
十
日
附
か
ら
二
十
三

入
札
参
加
者
・
・・
本
人
が
印
鑑
を
お
持
ち

に
な

っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代
理

日
同
の
四
日
間
。
毎
日
、
午
前
十
時
、

午
後
一
時
三
十
分
、
午
後
三
時
の
三

回
、
一
般
開
放
し
ま
す
。

と
ニ
ろ
:
・
上
回
電
報
電
話
局

そ
の
他
・
・
・
団
体
で
御
参
観
の
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

中
部
電
力
上
国
営
業
所

宮
⑫
1
2
4
0

中
部
電
力
で
は
、
「
こ
ん
に
ち
は
運
動
」

の
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
次
の
と
お

り
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
:
十
月
二
十
八
日
幽
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
三
時

と
こ
ろ
・
:
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
大
ホ

l
ル

演
題
:
・
「
味
の
あ
る
話
」

講
師
:
・
俳
人
・
楠
本
憲
吉
さ
ん

入
場
料
・
・
・
無
料

教
育
・
育
児

テ
レ
フ
ォ
ン
相
談

上
回
青
年
会
議
所
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
今
年
も
「
教
育
・
育
児
テ
レ
フ

ォ
ン
相
談
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

教
育
問
題
や
育
児
問
題
な
ど
子
供
に

関
す
る
す
べ
て
の
問
題
に

つ
い
て
、
各

分
野
の
専
門
の
先
生
か
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お

気
軽
に
ダ
イ
ヤ
ル
を
お
回
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
直
接
お
話
し
を
し
た
い
と
い

う
人
は
、
当
日
の
正
午
か
ら
午
後
二
時

三
十
分
ま
で
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
十
月
二
十
三
日
同
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時

と
ニ
ろ
・
:
上
回
西
武
宮
⑫
0
7
7
7

相
談
対
象
者
・
・
・
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

の
皆
さ
ん
、
お
よ
び
そ
の
年
代
の
子

供
を
持
つ
親
御
き
ん

「
県
展
」
の
開
催
は

仙
川
月
日
日
か
ら

上
小
美
術
会
事
務
局

宮
⑮
4
4
8
1

県
下
最
大
の
美
術
展
「
県
展
」
が、

十
月
十
六
日
か
ら
上
田
市
民
会
館
な
ど

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん、

御
鑑
賞
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

・:
十
月
十
六
日
川
か
ら
二
十
四

日
側
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
総
合
展
示
館

(
洋

画
)、
上
田
市
民
会
館

(
日
本
画
、
彫

刻
、
工
芸
)

入
場
料
・

・大
人
四
百
円
、
大
学

・
高
校

生
三
百
円
、
小
・
中
学
生
百
円
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模
型
飛
行
機
と

青
空
に
親
し
も
う

米
信
航
空
述
凶
で
は
、
青
少
年
健
全

打
成
を
目
的
と
し
て
、
小
・
中
学
生
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
、
院
刑
に
飛
行
機
の
デ

モ
飛
行
な
ど
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
し
い
の
み
固
と
原
峠

の
皆
さ
ん
も
招
待
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

と
き
:
・
十
月
十
六
日
川
午
前
九
時
か

ら
正
午
(
問
天
中
止
)

えつ広報

(
八
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

清
道
延
悪
さ
ん

樋
沢
定
雄
さ
ん

清
水
直
彦
さ
ん

掘
削
藤
マ
ツ
エ
さ
ん

西
津
郡
美
さ
ん

円
止
傾
斜
世
凶
開
制

'
J
f
J
同
国
，v

野

竹
長

島森
院

内

/第 896号

新

IIIT 

と
こ
ろ
・
・
古
舟
橋
下
め
東
信
航
空
通
盟

飛
行
場

内

容

:
・
模
型
デ
モ
飛
行
(
へ
リ
コ
プ

タ
ー
、
飛
行
機
)、
見
学
者
の
体
験
操

縦
、
ラ
イ
ト
ブ
レ
ー
ン
の
飛
行
な
ど

表
札
な
ど
の

訪
問
販
売
に
御
注
意

上
回
郵
便
局
郵
便
謀
宮
⑮

2
2
7
6

最
近
、
上
田
市
内
で
あ
た
か
も
上
回

郵
便
局
か
ら
来
た
よ
う
な
素
振
り
を
し

て
、
表
札
を
販
売
し
て
い
る
業
者
が
皆

七 六 七八
三八六 O

七
四

常

入
舞

田
下
之
郷

野

倉

小

牧

新新

田屋

院木

内町

さ
ん
の
家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

山

代
金
は
、
前
払
い
で
「
表
札
は
、
後
山

日
郵
便
局
員
が
届
け
る
」
と
言

っ
て
売
川

り
歩
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
業
山

者
と
郵
便
局
と
は
ま
っ
た
く
関
係
が
あ

M

り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
販
売
に
は
十
分
に
山

御
注
意
く
だ
さ
い
。

川

上
田
郵
便
局
で
は
、
大
切
な
郵
便
物
川

を
間
違
い
な
く
、
早
く
、
お
届
け
す
る
山

た
め
、
各
家
庭
に
受
箱
の
設
置
や
表
札
山

の
掲
出
に
御
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
山

す
。
表
札
や
受
箱
を
御
希
望
の
方
は
、
川

上
田
郵
便
局
の
窓
口
で
直
接
あ
っ
せ
ん
川

し
て
い
ま
す
の
で
、
御
連
絡
を
お
願
い
山

し
ま
す
。

M

八
三
八
二
八
三

。
七
七

横
手
禎
紀
さ
ん

小

林

晃

さ

ん

佐
藤
夫
美
さ
ん

小
林
久
人
さ
ん

(
天
神
三
丁
目
)

下
谷
政
治
さ
ん

(
常
国
二
丁
目
)

宮
沢
清
美
さ
ん

柳
津
賢
一
き
ん

所
谷
フ

ジ
ミ
さ
ん

小
山

一
成
さ
ん

(
常
国
二
丁
目
)

中
村

ハ
ツ
イ
さ
ん

宮
津
士
心
づ
き
ん

(
中
央
北
二
丁
目
)

中
村
清
一
さ
ん

飯
島
文
子
さ
ん

片
山
清
一
き
ん

新秋長

七七三
九九九

共同募金

1日から

今年も、赤い羽根の季節がめぐってきました。

お互いが、すこしでも幸せになれるよう、社会

保障制度の充実を願いながら、みんなの力で明る

く住みよい社会をつくりましょう。

本年度、上田市の目標額は1，309万円で、 一世帝

420円の募金を目指しています。

金

子

長

治

さ

ん

赤

坂

塚

原

よ

し

さ

ん

伊

勢

山

竹
内
権
二
郎
さ
ん
上
川
原
柳
町

佐

藤

健

治

さ

ん

上

塩

尻

甲

田

よ

志

じ

さ

ん

五

加

花
里
ひ
で
の
さ
ん

(
常
入
一
丁
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